
私
の
ク
ラ
ス
に
は
三
井
の
御
曹
司
あ
り
、
松
平
子
爵
の
息
子
あ
り
、
左
炭
学

生
た
ち
あ
り
、
デ
カ
ダ
ン
派
あ
り
、
支
那
、
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
あ
り
で
、

実

に
多
彩
だ
っ
た
。
「
ド
モ
又
の
死
」
を
一
緒
に
や
っ
た
松
乎
四
郎
君
は
後
に
一

歩
兵
卒
と
し
て
勇
壮
に
戦
い
、
猛
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
。
私
は
詩
曲
部
隊
（
西

を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

で
泣
き
出
し
た
。
こ
ら
し
め
の
た
め
に
布
団
部
屋
を
あ
て
が
わ
れ
、
雑
巾
が
け

し
て
行
っ
て
み
る
と
、
ゴ
ッ
ち
ゃ
ん
は
あ
の
昇
の
下
に
髭
を
生
や
し
た
長
い
顔

佐
世
男
と
一
緒
に
寄
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
雑
誌
は
左
粟
的
傾
向
が
強

か
っ
た
の
で
、
当
局
に
院
ま
れ
、
短
期
間
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の
事

情
は
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
学
校
か
ら
圧
力

が
か
か
っ
て
発
行
で
き
な
く
な
り
、
岡
田
と
木
下
が
後
始
末
を
し
た
ら
し
い
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
我
々
の
時
分
の
美
校
は
自
由
な
空
気
に
包
ま
れ

て
い
て
毎
日
が
愉
快
だ
っ
た
。
八
ッ
ち
ゃ
ん
〔
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ
〕
が
美
校

へ

来
て
い
た
の
も
そ
の
頃
で
、
番
頭
格
の
後
藤
俊
春
そ
の
他
数
名
の
取
り
巻
き
が

い
て
、
美
校
生
が
み
な
普
通
の
服
を
着
て
い
る
の
に
彼
ら
は
美
の
字
の
入
っ

た

金
。ヒ
カ
の
ボ
タ
ン
を
付
け
た
詰
め
襟
の
学
生
服
を
着
て
白
い
カ
ラ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
付
け
て
い
た
。
そ
れ
が
彫
刻
科
の
陽
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
た
む
ろ
し
て
い

て
、
通
る
生
徒
に
声
を
掛
け
た
り
し
て
い
る
。
八
ッ
ち
ゃ
ん
は
私
を
捕
え
て
、

「お

い
、
お
前
、
お
と
っ
つ
あ
ん
が
偉
い
か
ら
っ
て
威
張
る
な
よ
」
と
か
な
ん

と
か
言
う
の
だ
。
今
で
も
可
笑
し
く
て
仕
方
が
な
い
の
は
、
あ
る
晩
、
八
ッ
ち

ゃ
ん
や
小
野
佐
世
男

・
後
藤
俊
春
、
私
を
含
む
七
、
八
人
が
向
島
の
有
名
な
待

合
で
遊
ん
だ
あ
と
、
さ
て
勘
定
の
段
に
な
っ
て
み
な
金
が
な
い
。
八
ッ
ち
ゃ

ん

な
ん
か
も
と
よ
り
金
な
ど
持
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ゴ
ッ
ち
ゃ
ん

〔
後
藤
俊

春
〕
を
人
質
に
残
し
て
み
な
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
日
ば
か
り
た
ち
、
思
い
出

條
八
十

・
飯
田
信
夫

・
古
関
祐
司

・
深
井
史
郎

・
佐
伯
孝
夫

・
服
部
良
一

・
鈴

木
聡
）
の
一
員
と
し
て
上
海
附
近
を
行
進
す
る
途
中
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
涙

が
流
れ
た
。
ク
ラ
ス
の
留
学
生
た
ち
は
大
体
が
金
持
ち
で
、
あ
の
劇
を
や
っ
た

と
き
飲
み
も
の
な
ど
を
差
し
入
れ
し
た
の
は
台
湾
人
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。
支
那

人
の
許
達
に
は
、
や
は
り
詩
曲
部
隊
に
加
わ
っ
て
上
海
へ
行
っ
た
と
き
、
ガ
ー

デ
．
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
そ
ば
で
バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
馬
車

が
向
う
か
ら
来
た
馬
車
と
す
れ
違
っ
た
と
き
、

「
コ
ン
ち
ゃ
ん
」

と
呼
び
か
け

ら
れ
た
。
照
い
て
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
真
っ
白
い
詰
め
襟
の
よ
う
な
支
那
の
高

官
が
着
る
服
を
着
た
彼
だ
っ
た
。
大
喜
び
で
か
じ
り
つ
い
て
き
て
、
直
ぐ
に
自

宅
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
て
な
し
て
く
れ
、
ま
た
、
上
海
滞
在
中
は
色
々
と
便
宜

を
図
っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
美
校
時
代
の
友
人
た
ち
も
今
は
殆
ど
世
を
去
っ

⑭

靖

国
神
社
の
釣
灯
籠
の
製
作

昭
和
五
年
三
月
十
日
、
陸
軍
記
念
日
二
十
五
年
記
念
と
し
て
、
天
皇
陛
下
か

ら
靖
国
神
社
に
釣
灯
籠
一
対
を
下
賜
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
宮
内
省
よ
り
本
校

に
製
作
が
依
嘱
さ
れ
た
。
藤
田
勝
重
著
「
御
下
賜
、
御
寄
進
の
拝
殿
内
釣
灯
籠

に
つ
い
て
」
（
『
や
す
く
に
』
昭
和
四
十
九
年

一
月
一
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
約
六
カ

月
の
間
、
製
作
に
あ
た
り
、
翌
年
――一
月
十
日
に
点
灯
さ
れ
た
。
左
記
は
製
作
主

任
清
水
南
山
の
製
作
談
で
あ
る
。

本
琥
巻
頭
所
掲
〔
写
真
は
略
す
〕
の
釣
燈
籠
は
、
昭
和
五
年
―――

月
十
日
陸

軍
二
十
五
年
記
念
祭
に
際
し
、
畏
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
靖
國
誹
社
へ
御
燈

籠
御
寄
贈
仰
出
さ
れ
、
宮
内
省
よ
り
其
製
作
に
闘
し
東
京
美
術
學
校
へ
依
嘱

こ
。
t
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り
。
と
も
あ
れ

陛
下
並
に
皇
族
御
一
統
よ
り
誹
へ
の
永
久
の
御
あ
か
し
、

高

村

豊

周

十
七
貫
六
角
型
の
も
の
一
個
約
十
三
貫
な
り
。
尚
製
作
法
に
開
し
特
異
の
黙

〔鍍〕

を
拳
れ
ば
御
紋
章
は
全
部
之
を
打
出
彫
と
し
て
水
銀
渡
金
を
施
す
こ
と
．七

回
、
屋
根
柱
火
袋
等
の
各
部
分
は
多
く
は
蛾
附
又
は
捩
鋲
を
以
て
構
成
せ
ら

れ
、
獨
り
六
角
型
燈
籠
の
屋
根
の
み
鍛
金
術
を
以
て
作
ら
れ
た
る
も
の
な

0
作
品
批
評

同 廣
川
松
五
郎

は
決
し
て
容
易
の
事
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
重
量
は
四
角
型
の
も
の
一
個
約
ニ

0
現
代
エ
藝
の
基
調

〇
漆
藝
の
現
在
と
将
来

0
工
藝
圏
案
の
庶
民
性

0
工
藝
の
地
方
色
と
現
代
性

山
崎
覺
太
郎

杉

田

禾

堂

0
工
藝
を
語
る

豊

田

勝

秋

〔服〕

あ
り
、
藷
蛾
漸
く
埃
成
し
て
納
入
を
了
り
既
に
靖
國
神
社
に
御
下
賜
あ
り
て

近
く
其
拝
殿
内
に
懸
け
ら
る
可
き
も
の
4
影
象
な
り
。
始
め
依
囁
の
事
あ
る

や
學
校
長
の
命
を
承
け
て
渡
邊
〔
香
涯
〕
教
授
は
圏
稿
三
四
を
作
り
て
之
を

提
出
し
内
二
種
の
撰
定
を
得
た
り
。
一
は
陛
下
の
御
獣
燈
、
他
は
皇
族
御
一

統
よ
り
御
寄
贈
の
も
の
な
り
。
此
二
定
稿
に
よ
り
更
に
賀
作
現
寸
岡
を
作
成

す
。
前
者
は
四
角
型
に
し
て
清
涼
殿
型
と
春
日
型
と
を
折
衷
案
配
せ
る
も
の

に
て
後
者
は
六
角
形
春
日
型
な
り
。
靖
國
誹
祉
の
拝
殿
は
間
口
十
二
間
奥
行

七
間
に
渉
る
廣
大
な
る
建
物
な
れ
ば
、
懸
燈
も
亦
大
な
る
を
要
す
。
則
ち
四

角
型
の
も
の
は
底
面
一
邊
の
長
一
尺
六
寸
楷
先
の
一
邊
の
長
さ
三
尺

0
七
分

穂
高
三
尺
九
寸
、
誹
前
の
懸
燈
と
し
て
は
先
づ
大
な
る
も
の
な
る
可
し
。
六

〔榊
〕

角
型
の
方
は
梢
小
く
は
あ
れ
ど
尚
六
角
底
面
の
径
一
尺
五
寸
搬
先
の
径
二
尺

八
寸
五
分
高
二
尺
―
―
―
寸
五
分
、
決
し
て
小
き
も
の
に
は
あ
ら
ず
。

製
作
は
小
生
之
を
換
任
し
鍛
金
分
科
研
究
生
八
田
辰
之
助
、
寺
田
龍
雄
、

秋
田
頼
一
郎
、
彫
金
分
科
研
究
生
相
川
久
、
鴨
政
雄
、
山
脇
洋
二
、
以
上
六

名
を
督
し
て
六
月
初
旬
業
を
始
め
懸
命
の
精
進
と
聾
夜
の
努
力
と
を
以
て
半

歳
を
鍮
へ
無
事
其
業
を
卒
へ
た
り
。

材
料
は
全
部
黒
味
銅
に
て
特
に
製
銅
所
に
嘱
し
て
之
に
調
製
せ
し
む
。
主

腔
に
於
て
は
其
厚
さ
一
分
よ
り
薄
き
も
七
厘
を
下
ら
ず
。
鍛
金
製
作
と
し
て

0
外
人
は
漆
藝
を
何
と
見
る
か

松

田

櫂

六

0
都
會
の
商
店
か
ら
見
た
地
方
の
エ
藝
稲
場
勝
邦

其
製
作
を
奉
仕
せ
し
一
同
の
惑
激
員
に
浅
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
な
り
。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
七
号
）

⑮

元
型
の
活
動
と
そ
の
影
響

昭
和
五
年
に
工
芸
の
革
新
を
め
ざ
す
元
型
同
人
が
第
一
回
地
方
巡
回
講
演
を

行
な
っ
た
。
『
元
型
』

24
号
（
昭
和
五
年
十
一
月
十
八
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

高
村
、
廣
川
、
杉
田
、
豊
田
、
山
崎
、
松
田
、
稲
場
の
七
人
で
北
陸
都
市

に
巡
回
講
演
を
試
み
、
空
前
の
大
成
功
を
牧
め
た
。

七
月
廿
一
日
富
山
市
。

＿
商
業
會
議
所
。

七
月
廿
三
日
高
岡
市
。
商
品
陳
列
所
貴
賓
室
。

七
月
廿
四
日
金
澤
市
。
兼
六
館
。

七
月
廿
七
日
祗
井
縣
下
、
武
生
、
遠
敷
、
小
濱
、
河
和
田
各
地
方
の
エ
藝
指

導。
講
演
題
目
は
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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